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おはなしくるくる・初の朗読会

横綱のかぼちゃ（江刈地区）㊨　大人気の焼きいも
（小田地区）

晩秋をずっぱり楽しむ
大盛況の各地区文化祭

　江刈地区文化祭は11月３～４日、江刈農村センターで開
催されました。目玉のイベントはなんといっても「第９回
かぼちゃコンテスト」で、今年春先から各地区・各家庭な
どで育ててきたジャンボかぼちゃが勢揃い。今年の横綱は
深沢正秋さん（野中）の重さ290㌔で直径１㍍を超える大
かぼちゃでした。
　同月３日、北部地区文化祭は旧小田小学校などで開催、
小田やすらぎの家・民俗資料館も開放されました。またグ
ランドゴルフなどでスポーツ交流や、焼きいもなどを行い、
地域ぐるみで晩秋を楽しんでいました。

〔９〕平成24年12月１日・広報くずまき

樹原ゆり・高橋和久の語り舞台
　葛巻朗読会実行委
員会主催の「樹原ゆ
り・高橋和久朗読会
2012秋in葛巻」が11
月21日、総合セン
ターで行われました。
今回の朗読作品は、
今年２月に引き続き
浅田次郎の「天切り
松　闇がたり」の第二幕・槍の小輔。会場に詰めか
けた町民ら約60人は、情感あふれる語り舞台に引き
込まれました。
　このほか小中学校でも朗読会を行い、小学校で「わ
さお」、中学校では「ハードル」を披露しました。

　保育園や小学校で
読み聞かせのボラ
ンティアをしてい
る「おはなしくるく
る」（荒谷光子代表・
会員10人）の初めて
の朗読会「本・と・
の・ ひ・ と・ と・
き」が11月22日、総
合センターで行われました。第１部は11作品を、第
2部はパネルシアターや群読などで３作品を披露。
参加した約30人は、心を込めた朗読に拍手を送って
いました。荒谷代表は「初めての朗読会、大人の人
にも楽しんでもらえてうれしいです」と喜びました。

樹原ゆりさん㊧と高橋和久さん

秋
の
夜
長
に
『
朗
読
会
』

やさしく、楽しい朗読を披露

優勝目指しきき酒・ききワイン小屋瀬小130周年の記念講演

　2012グリーンテージ
杯きき酒・ききワイ
ン大会は11月17日行
われ、職場や地域、
同級生など５人一組、
24チームが豪華賞品
を目指し真剣勝負し
ました。
　大会は県内の日本
酒とくずまきワインの赤、各５種類を５分間で当て
るもの。参加者らは香りや色、味など五感を集中さ
せ飲み比べていました。
　【結果】優勝・のんでのんでの葛巻自工Ａ、第２
位・おニャン子クラブ、第３位・岩手銀行葛巻支店

夢の実現を語る鈴木町長 バンザイする優勝チーム
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催
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れ
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い
る
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す
。

俳句を楽しもう　　　葛巻俳句会　　齋藤誠子さん

　I visit the nursury schools in Kuzumaki town 
once a week.There are lots of very small children 
of different ages. I was worried that it would be 
diffi  cult to make a fun activity for diff erent children, 
of diff erent ages. Also I was worried that it would be 
hard for such little people to remember new words 
and phrases from week to week. I was so happy to 
realise my mistake on a recent nursury class visit.
The little people are like sponges soaking up new 
words and phrases very quickly. I wish I could learn 
Japanese so quickly. 

　僕は週に一回葛巻町の保育園を訪問します。そこに
は違う年の、とても小さな子どもたちがたくさんいま
す。僕は、年の違ういろいろな子どもたちのための楽

マラキ・ブルム
(英語指導助手・34歳)
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こ
れ
か
ら
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月
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近
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あ
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風
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俳
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成
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締
め
切
り
で
す
。

しい活動を行うのは難しいだろうと心配していました。
それに、こんなに小さな子どもたちが週ごとに新しい
単語やフレーズを覚えるのは大変だろうとも思いまし
た。最近の保育園への訪問で、それが僕の間違いだっ
たと分かってうれしいです。子どもたちはスポンジの
ように新しい単語やフレーズを吸収しています。僕も
これくらい早く日本語を覚えられればなあ･･････。

　小屋瀬小学校130
周年記念講演会が11
月19日、同校体育館
で行われ児童と保護
者ら約60人が参加し
ました。
　同校の卒業生でも
ある鈴木重男町長が
記念講演し、教育や
医療の充実など「安心して暮らせるまちづくり」に
ついてや、得意でないことにも挑戦することの大事
さなどを語りました。山中優奈さん（６年）は「夢
を持つことの大切さ、夢を叶えようと努力すること
の大切さを学びました」と話しました。


